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研 究 内 容 ●除菌後時代におけるリスクとなる因子の同定を目指す研究
　近年、ピロリ菌を除菌すること
で胃癌症例は減少傾向にある。し
かし除菌治療後の胃粘膜にも胃癌
発生するリスクが残っていること
が近年明らかとなってきた。当科
ではこれまで消化器癌の発生や進
展に関わるシグナル伝達経路（タ
ンパク質リン酸化）やタンパク質
メチル化の解析を行ってきた。そ
こで、除菌後の胃粘膜においてシグナル伝達経路やメチル化の異常がどのように残存し胃癌発生に
関わるのかを明らかにすることで、除菌後胃癌の発生リスクとなる因子の同定を目指している。
　ピロリ菌除菌後に胃癌でなくなることは、絶対に避けないといけないことである。そのためには、
発癌をしても早期に発見し、内視鏡治療で治癒しうる段階でフォローする必要がある。本研究は、
除菌後に内視鏡を継続する症例の選択や、内視鏡頻度の決定につながることを期待している。
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